
        

 

 

 

 

○ 学
がっ

校
こう

の行
い

き帰
かえ

り 

・ 登
と う

下
げ

校
こ う

の時
とき

には、黄
き

帽
ぼう

を正
ただ

しくかぶる。 

・ 登
と う

校
こ う

班
はん

の出
しゅっ

発
ぱつ

時
じ

刻
こ く

を守
まも

る。遅
おく

れる
る

時
とき

や欠
けっ

席
せき

の時
とき

は、できるだけ班
はん

の人
ひと

に伝
つた

える。 

・ 午
ご

前
ぜん

８時
じ

１０分
ぷん

～２０分
ぷん

に登
と う

校
こ う

する。 

・ 登
と う

校
こ う

したら上
うえ

ぐつにはきかえ、教
きょう

室
しつ

に入
はい

り学
がく

習
しゅう

の用
よう

意
い

をする。 

・ 午
ご

後
ご

４時
じ

１５分
ふん

までに下
げ

校
こ う

する。    

・ 会
かい

議
ぎ

があるときは、学
がっ

校
こ う

に残
のこ

らずいっせいに下
げ

校
こ う

する。 

・ 担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

が出
しゅっ

張
ちょう

や会
かい

議
ぎ

の時
とき

は、学
がっ

校
こ う

に残
のこ

らない。 

・ 決
き

められた通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

って下
げ

校
こ う

する。（遠
とお

回
まわ

り、寄
よ

り道
みち

はしない。） 

・ 登
と う

校
こ う

したあとや下
げ

校
こ う

後
ご

は、忘
わす

れ物
もの

をとりに戻
もど

らない。 

 

○ 服
ふく

装
そう

・身
み

だしなみ 

・ つめは家
いえ

で切
き

ってくる。 

・ 名
な

札
ふだ

は学
がっ

校
こ う

で左
ひだり

胸
むね

につける。（下
げ

校
こ う

時
じ

は外
はず

し、学
がっ

校
こ う

に置
お

いておく。） 

・ ブラウスの下には、白
しろ

っぽいシャツを着
き

る。ブラウスはズボンなどの中
なか

に入れる。 

・ 女
じ ょ

子
し

はスカートの下
した

に体
たい

操
そう

ズボンをはいてもよい。（ただしスカートから見
み

えないようにする） 

・ 上
うわ

ぐつのかかとをふまない。 

・ 髪
かみ

の毛
け

をそめたり、ピアスをつけたりしない。手
て

足
あし

の爪
つめ

にマニキュアをしない。 

・ 髪
かみ

の長
なが

い児
じ

童
どう

は、給
きゅう

食
しょく

時
じ

や体
たい

育
いく

時
じ

にはゴムでまとめる。 

・ 給
きゅう

食
しょく

当
と う

番
ばん

はマスクをつける。 

 

防
ぼう

寒
かん

具
ぐ

について 

・ 寒
さむ

い時
とき

には上
うわ

着
ぎ

で調
ちょう

節
せつ

する。（登
と う

下
げ

校
こ う

中
ちゅう

にはセ―ターを1番
ばん

上
うえ

に着
き

ない。） 

 

≪着
ちゃく

用
よう

してきてよいもの≫ 

・ マフラー・ネックウォーマー・セーター（黒
く ろ

か紺
こん

かグレーか白
しろ

。同
どう

様
よう

のベストも可
か

） 

手
て

袋
ぶくろ

・タイツ・ニーハイソックス 

＊体
たい

育
いく

学
がく

習
しゅう

の時
とき

は安
あん

全
ぜん

面
めん

や衛
えい

生
せい

面
めん

を考
こ う

慮
り ょ

して、レギンス・タイツ・ルーズソックスは着
ちゃく

用
よう

できません。 

（防
ぼう

寒
かん

具
ぐ

として履
は

いてきた場
ば

合
あい

は体
たい

育
いく

用
よう

の替
か

えを用
よう

意
い

してください。） 

各
かく

家
か

庭
てい

で再
さい

度
ど

ご確
かく

認
にん

ください。 

最
さい

近
きん

は身
み

だしなみに乱
みだ

れが見
み

られます。マーカー部
ぶ

が特
と く

に守
まも

ら
ら

れるよう、ご協
きょう

力
りょく

ください。 

2026年 4月 



≪着
ちゃく

用
よう

してきてはいけないもの≫ 

・ 毛
け

糸
いと

の帽
ぼう

子
し

・耳
みみ

あて・レッグウォーマー・トレーナーやパーカー類
るい

・カイロ 

・ エクステ・大
おお

きな髪
かみ

飾
かざ

り（帽
ぼう

子
し

を正
ただ

しくかぶることができず、危
き

険
けん

な為
ため

） 

 

○ 持
も

ち物
もの

 

・ 持
も

ち物
もの

にはすべて名
な

前
まえ

を書
か

く。 

・ ハンカチ、ポケットティッシュを持
も

ってくる。 

・ シャープペンシルや色
いろ

ペン、ボールペンは禁
きん

止
し

。ただし、教
きょう

室
しつ

で3年
ねん

生
せい

以
い

上
じょう

に貸
か

し出
だ

される赤
あか

ペンは

除
のぞ

く。 

・ 物
もの

の貸
か

し借
か

りや物
もの

をあげたりもらったり交
こ う

換
かん

したりしない。 

・ お茶
ちゃ

を入
い

れた水
すい

とうは持
も

ってきてもよい。（ペットボトルに入
い

れて持
も

ってくるときは凍
こお

らせないこと） 

・ 指
し

定
てい

された教
きょう

科
か

書
し ょ

以
い

外
がい

は学
がっ

校
こ う

に置
お

いて帰
かえ

らない。 置
お

き傘
がさ

は禁
きん

止
し

。（名
な

前
まえ

のないものは処
し ょ

分
ぶん

する） 

・ 学
がっ

校
こ う

生
せい

活
かつ

にいらない物
もの

は持
も

ってこない。 

 

○ 学
がっ

校
こう

内
ない

の歩
ほ

行
こう

 

・ 上
うわ

ぐつで歩
ある

くところ  … 校
こ う

舎
しゃ

内
ない

・中
なか

庭
にわ

のコンクリート部
ぶ

分
ぶん

 

・ ろうかや階
かい

段
だん

は走
はし

らず、右
みぎ

側
がわ

を歩
ある

く。(階
かい

段
だん

での飛
と

び降
お

りなどは禁
きん

止
し

) 

・ ろうか・階
かい

段
だん

・階
かい

段
だん

の手
て

すりや踊
おど

り場
ば

・ピロティ・玄
げん

関
かん

ホール・中
なか

庭
にわ

・学
がく

習
しゅう

園
えん

では遊
あそ

ばない。 

 

○ その他
た

 

・ 「ふれあいコ－ナ－」(２階
かい

エレベーター横
よこ

）と「わくわく文庫
ぶ ん こ

」(３階
かい

エレベーター横
よこ

）では、読書
ど くし ょ

や本

を借
か

りる以
い

外
がい

使
し

用
よう

しない。読
よ

んだ本
ほん

は、元
もと

の場
ば

所
し ょ

に片
かた

づける。 

・ 落
お

とし物
もの

は、先
せん

生
せい

に届
とど

ける。 

・ 落
お

とし物
もの

の棚
たな

（職
しょく

員
いん

室
しつ

前
まえ

）に自
じ

分
ぶん

の物
もの

があれば、先
せん

生
せい

に言
い

ってから取
と

り出
だ

す。 

・ 職
しょく

員
いん

室
しつ

には、自
じ

分
ぶん

の学
がく

年
ねん

・組
くみ

・名
な

前
まえ

と用
よう

件
けん

を言
い

い、用
よう

のある人
ひと

だけが入
はい

る。 

・ 体
たい

そう服
ふく

の下
した

にシャツを着
き

る場
ば

合
あい

は、必
かなら

ず着
き

替
が

えを用
よう

意
い

すること。 

・ 運
うん

動
どう

しやすい靴
くつ

をはいてくる。 

・ サッカーゴールや防
ぼう

球
きゅう

ネットに、乗
の

ったりもたれたりしない。 

・ バスケットゴールには、ぶら下
さ

がったり登
のぼ

ったりしない。  

・ 持
も

ち物
もの

や学
がっ

校
こ う

で使
つか

うものを大
たい

切
せつ

にする。 


